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要約；最近の高年妊娠・出産め増加に関して、産科学的影響を検肘するなめに・恩鶏財団母子愛育会総合母子保健セ

ンターで出産した28↓5例について・初産・経産別・年齢階級別に統計的解析を行った。その結果・初産の高年者
に増加が見られたのは、妊娠中毒症、秀娩遷延・限引・鉗子・帝王切開今娩の各項目であったが・他④異常は年齢差

を認めなかった。婿娠中毒症は、軽症のみであった6現代の姪婦管理の下では、35歳朱満の出産は特にリスクが高

いとは言えないと言う結果を得た。
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1．はじめに

　わが国の出生率は、第＝次世界大戦直後のベビーブー

ムから、約10年の問に急激に低下し、1955年から

約20年間、1964年の「ひのえうま」を除けば人口

1，000対18前後に安定していたが《 この安定期の

最後に第二次ペビーブームの低い山を記録し、 その後さ

らに減少して今日に至っている竃㌔

　この闇、1975年頃までは、第1子の出産年齢の上
昇はあったものの、第3子以降の出産の著しい減少があ

り、高年出産は稀となり、平均出産年齢は27歳台を保

っていた。ところが1980年代から第1子の出産年齢
の上昇がさらに著しく、平均出産年齢は28歳台となり、

1992年では28．9歳に達している。
　従来・産科的には様々な点から商年出産のマイナス点

が強調され、高年結婚、商年出産の防止が結婚前の母性

保健教育の重要な眼目であった。本研究は、出産年齢の

高年化が進行しつつある今日において、高年出産の得失

を実情に即して再検討せんとするものである。

　第1報め示すところでは、高年出産のリズクは、近年
の産科技衡の発展により、従来懸念苓れ七きたよりは、』

はるかに滅少レたと考えうれたが、今回は、 さ角に脚数

を増やして、これを検証した。

ll．対象と方法

　1989年4月より1991年3月までの間に、恩賜
財団母子愛育会総合母子保健センター愛育病院における

出産記録、分娩台帳により集訴した。集計・分析には一

定のフォーミュラを作成、データベース「桐」とS　A　S

を用いた。集計に用いた項目は、60項目であるが、出
産年齢との関係がみられなかった項自が多かったので、

従来、高年出産で問題に された項目めみを本稿で取り上

げる。

　分娩遷延、胎児仮死｛1 皿期出血多量、吸引・鉗子・帝

切分娩、新生児体重の各項目については《23週以前の

症例を除いた。年齢と経産回数・新生児体重を除いた項

目については、3’0歳未満と30歳以上、35歳未満と
35蔵以上について、異常の「なし」と「あり」につい・
て｛ 2え2分割表を作成し、 カイ2乗検定を行って、表

の下に”Chi　sq．（30）”と”Chi　sq．（35〉”として示した。

”＊”は5％塁下の危険率で有意、　”＊＊”は1％以下の

危険率で有意であること・を示す。

”1，結果

　年齢と経産回数（表1）については、総数2815例

中、30歳以上は1671例、59．4％、35歳以上
は456例、16。2％であった。19歳以下の若年者
は2例のみでいずれも初産であった。2例とも19歳で

あり、産科的に特別のことはなかったので、以下24歳

までの群に含めた。初産のみでは、20－24歳は62
例3。9％にすぎず、25－29歳がもっとも多くて7

90例50．0％を占め、高年者では30歳以上が72
6例45．9％、35歳以上が168例10．6％であ

・ づた。経産では、もっとも多いのが30－34歳の群で

657例53．2％、高年者は30歳以上が945例7
6，5％、35歳以上が288例27。3％であった。

　切迫流早産（表2、3）では、初産で35歳以上でや
や増加傾向があるが、経産では差が見られなかった。

　妊娠貧血（表4、．5．〉iみ初産の40歳以上で高い他

は差が見られなかった。

　妊娠中響症（表6、7）は、初産の30歳以上で5％
水準で有意、35歳以上で1％水準で有意の増加が見ら

れた。しかし重症は若年者で1例のみ、高年者の重症妊

娠中毒症はなかった。 経産では重症妊娠中毒症が30歳
異常に見られたが、中毒症のrなし」、「あり」と30

歳あるいは35歳を境とする2x2分割衷では、年齢と
の有意の関係は見られなかった。。

　在胎週数（表8、9）を見ると、特に高年者に早産傾
向は見られなかった。

　分娩遷延（表10・11）では・初産の35歳以上で
1期、且期にわ奉る遷延例の5％の水準での有意の増加

が見られた。

　胎児仮死（表12、13）では年齢による増加は有意

ではなかったo
　盃期出血多量r（表14、15）では、初産、経産とも

に年齢による増加傾向は見られなかった。

　吸引・鉗子、あるいは帝王切開分娩（表16、17）
については、初産で35麟以上で増加があり、とくに帝
王切開分娩の増加が目立った。経産ではあまり著しぐな

いものの、同様の傾向があった。吸引・鉗子・帝王切開

のいずれも行わなかったもの彰「なし」、いずれかを行

ったものを「あり」どした場合、初産では30歳、35

歳のいずれで切った場合も、1％水準宅肴意に増加して

いた。経産でも35歳以上で1％で有意の増加があった。
　新生児体重（表18、19）では㍉初産、 経産とも1

齢が進むと共に平均体重はわずか増加したが、有意差を

認めなかりたo　　　　　　』 　一 　　　 　 ㌧・・「

　堪上、まとめると初産の30歳以上で妊娠中毒乖、惰

王切開分娩等、さらに35歳以上に分娩遷延め増加が見

られ、経産では35歳以上の帝王切開分娩等に増加が見
られたが、高年者の妊娠中毒症に重症は少なふづた。

　先天異常については、この程度の数では議論すべきで

ないと思われるので・項目として取り上げなかったo

IV。考察

　文献的考察については、第1報に述ぺたので、省略す
るo

　結果にのぺたように、中毒症は初産に重症なく、経産

に重症が見られたが、これは既往歴のある妊婦が集まる

結果かもしれない。

　初産の35歳以上に分娩遷延が見られるが、これは帝

王切開分娩等の増加と共通の因子を持つことが考えられ
るo

　とくに本院は基本的には自然分娩を重んじ、年齢のみ
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を理由として帝王切開を行うことは行わないことにして

いるo
　以上の結果から見ると・30歳をすぎても・現在の産

科技術によって妊娠中の管理が十分になされ、設備のと

とのった産科施設で出産がなされる限り、34歳までの

妊娠出産は、若年者に比して特にリスクが高いとは言え

ないo
　年齢の妊娠分娩に対する影響は、連続的セあって、あ

る年齢でリスクの線引きをすることには・間題なしとし

ないが、強いて境界を設けるとすれば、WHOのごとく、

35歳をもって高年初産婦とすることが妥当であろう。

表1　年齢と経産回数

　経産
齢 0 1 2 3 4 5 6 計

一19 2 20

20－24
62

8 2
62

0
25－29

790

253 24
　3

790

30－34 558

541 105 7 4
558

57

35「39
147

154 67 18 5 1
147

45

、　40一
21

25 6 9 2 1
21

3
計 1580’

981 204 37 11 1 1
1580

235

．－

上段は初産｛下段は経産。　総計　2815例。

表2　切迫流早産（1）初産 表3　切迫流早産（2）経産

隼齢

なし あり 計

一24 　49
7．5

　7

2．5

56

．0

25－29
621

8．1

　84

1．9

705

0．2

30－34 鰯88．3 58

1．7

494

5．2

35－39 113

5．0

20

5．0

133

．5

40一 　14
2．4

　3
7．6

三7

．2

計 1233

7．8

172

2．2

1405

00．0
Chi　sq，（30）：0，07　Chi　sq，（35）＝1．19

年齢

なし あり 計

一24 110

00．0

OO．0 10

．9

25－29
215

7．8

30

2．2

郷17．4

30－34 ㎜86．8 76

3．2

’　576

2．6

35－39 197

7．9

27

2．1

224

0．5

40一
33

2．5

　7

7．5

40

．7

計 955

7．2

140

2．8

1095

00．0
Chisq．（30）＝020Chisq．（35）＝0．00
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表4　婿娠貧血（1）初産

年齢

なし あり 計

一24 　38
0．3

　25
9．7

63

．0

25－29 501

3．7

郷36．3 786

0．0

30－34 脳63．4 旗36．6 558

5．5

35－39 96

6．2

　49
3．8

145

．2

40一 　7
5．0

　13
5．0

20

．3

計 鰯63．4 576

6．6

1572

00．0
　Chisq．（30）：0，02Chisq．（35）＝0．03

表6　妊娠中毒症（1〉初産

日本総合愛育研究所紹要　第32集

　　　　表5　妊娠貧血（2〉経産

年齢

なし 軽症 重症 計

一24 　63
8．4

　0

．0

11．6 64

．2

25－29
761

7．9

13

．7

　3

．4

777

9．9

30－34
535

7．3

15

．7

00．0 鰯35．3

35－39 134

3．1

10

．9

00．0 144

．3

分 　18
5．7

　3

4．3

00．0 21

．3

計 1151

7．1

41

．6

　4

．6

1556

00．0
Chisq．（30）＝4．29＊Chisq．（35）；14．4＊＊

年齢

なし あり 計

一24 　8
0．0

　2
2〔）．0

10

．8

25－29 161

7．5

119

2．5

捌22．8

3（｝一34 398

0．9

篇39．1 653

3．1

35－39
143

8．6

101

1．4

惣19．9

40一 24

7．1

18

．9

42

．4

計 734

9．7

495

0．3

1229

00．0
Chisq。（30）：0．42Chisq．（35）：0．21

表7　娃娠中毒症（2）経産

年齢

なし 軽症 重症 計

マ24 　10
00．0

00．0

　0

．0

10

．8

25－29 278

9．3

20．7

　0

．0
　捌

22．7
30－34 鵬97．7 10

．5

　5

．8

654

3．．1

35－39 240

8．0

31．2

　2

．8

郷19．9

40一 　39
2．9

　1

．4

24．8 42

．4

計 1206

8．0

16

．3

90．7 1231

00．0
Chisq・（30〉：2・60Chisq・（鉤）：0・餌
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表8　在胎週数（1）初産

年齢

一23選 24－36 37－41 42週一 計

一24 　0

．0

　　1
1－6

　62
6．9

　1

．6

・64

．1

25－29
10

．3

32

．1

　734
92．9

14

．8

㎜50．2

30－34． 　7

．3

23

．1

510

1．4

工8

．2

558

5．5

35－39 　3

．0

　5

．3

139

2．1

　4

．6

151

．6

伶 　0

．0

　2
8．2

　9
1．8

　0

．0

11

．7

計 20

．3

63

．0

14541・

2．4

37

．4

1574

00．0
　Chisq．（30）：0．37Chisq，（35）：1．14

表10　分娩遷延（1）初産

年齢

なし 1期 豆期 両方 計

一24 　56
7．5

　　0
　0．0

　6

．4

　2

．1

磁4．1

25－29
667

5．3

27

．5

64

．2

120

．6

778

9．9

除34
473

5．8

17

．1

51

．3

10

．8

551

5．4

35－39
110

6．4

　7

．9

・　17

11．8

10

．9

144

．2

姶 　21
00．0

　0

．0

　0

．0

　0

．0

21

．3

計 1327

5．2

　　与1

3，3

138

．9

42

．7

1558

00．0
Chi　sq，（30〉：O、58　　Chi　sq．（35）＝4、38＊

表9　在胎週数（．2〉経産

年齢

一23週 24－36 37‘41 42週一 計

一24
00．0 　0

．0

　10
00．0

　0

．0

10

．8

25－29 　0

．0

13

．6

脳94．3 31．1 脚22．5

30－34
20．3 30

．5

629
　　　　　4

94．6・ 0．6

鰯53．5

35－39 　1

．4

10

い
1

伽93．1 62．4 245

9．7

40一 　1

．3

00．0

　42
7．7

　0

．0

43

．5

計 40．3

　53
・4．3

1173

4．4

13

．0

1243

00．0
C｝1茎sq．（30）：2．88　Chi　sq．（35）：3。49

表11　分娩遷延（2〉経産

年齢

なし 1期 皿期 両方 針

20－24 　10
00．0

00．O

　0

．0

　0

．0

10

．8

25－29
277

8．9

　0

．0

　3

．1

　0

．0

脚22．8

30－34
633

7．2

　8

．2

10

．5

　0

．0

651

3．0

35－39
241

8．4

　2

．8

　2

．8

　0

．0

　245
20．0

姫 　41
7．6

　1

．4

　0

．0

　0
．0

42

．4

計
1202

7．9

11

．9

15

．2

　0

．0

1228

00．0

Chisq・（30）：L52Ch孟5q・（35）＝0・55
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表12　胎児仮死（1）初産

年齢

なし あり 計

一24 　59
3．7

　4
．3

63

．1

25－29　　　■ 701

0．8

　71
．2

772

9．3

30－34 　493
89．8

　56
0．2

549

5．4

35－39 123

5．4

　21
4．6

144

．3

姫 　17
1．0

　4
9．0

　21
．4

計 1393

9．9

137・

0．1

1549

00．0
　Ch　i　sq，（30）；0．49　　Ch　i ．sq．（35）；0．00一

表14　配期出血多量（1）初産

年齢

なし あり 計

一24 　、64

00．0

　0

．0

64

．2

25－29 750

7．4

20

．6

770

9．9

30一謎 533

7．3

15

．7

鵬35．5

35－39 136

6．5

　5

．5

141

．1

分　　r 20

5P2

14．8 21

．4

計 1503

7．3

41

．7

1544

00．0
C益i　sq，（30）：0、11　Ch三sq．（35）＝0．38
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　　　　　表工3　胎児仮死（2〉経産

年齢

なし あり 計

一24 　8
〔）．0

　2
0．0

10

．8

25－29 郷94．3 16

．7

279

2．9

30－34 599

2．9

46

．1

645

2．9

35－39 228

3．4

16＊

．6

脳20．0

姫 　37
0．2

　4

．8

41

．4

計 1135 84 1219

　＊I　UFD　1例を含む。
　Ch五sq．（30）：0．00Chisq、（35）＝0．05

表15　醐出皿躯（2瞬産

年齢

なし あり 計

一24 10

00，0

00．σ 10

．8

25－29 267

7．8

62．2 273

2．5

30－34 629

7．4

17

．6

鰯53．1

35－39 241

8．4

4ユ．6 蹴以）。1

姫 　42
00．0

0
　　　42

．0 3．5

計 1189

7．8

27

．2

1216

00．0
Chi　sq，（30）＝0、00 Chisq．（％）；1．73

一54
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表16　吸引・鉗子・帝切分娩L（1）初産

年齢

なし 吸引分娩 鉗子分娩 帝王切開 計

一24 　57
9．1

　1

．6

　4

．3

　2

．1

餌4．1

25－29
641

2．6

20

．6

77

．9

38．

．9

776

9．9

30－34 螂78．0 ’16

．9

57

0．4

48

8．7

549

5．3

35－39
85

9．0

　8

．6

29

0．1

22、

5．3

144

．3

4（ト 　8

8．1

14．8 　1

．8

　11

2．4

21

．4

計 1219／

8．4

46

．0

168

0．8

121

．8

1554

00．0
　Chi　sq、（30）＝22。8＊＊　　Ch｝　sq．51，77＊＊

表17　吸引・鉗子・帝切分娩（2）経産

年齢

なし 吸引分娩 鉗子分娩 帝王切開 計

一24 　7

0．0

　0

．0

　2
0．0

　1

〇．0

10

．8

25－29 鰯95．0 　4
1．4

　5

．8

51．8 279

2．7

30－34
595

1．4

12

．8

27

．1

17

．6

651

3．1

35－39
214

7．3

　7

．9

41．6 20

．2

掬20．0

40一 　32
6．2

　1

．4

　3

．1

　6

4．3

42

．4

計
1113

0．7

24

．0

41

．3

49

．0

1227

00．0

Chisq．（30）：4．70Chisq，（35）＝10，33緋

一55一
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表18　新生児体篁（1）　初産

年齢

平均体重

グラム〉

標準偏差

グラム）

例数

一24 3038
4三8．4 64

25－29 3027
421．1

776

30－34 3029
425．5 鋤

35－39 3100
4工8．8 144

40一 3110
758．2 21

全体 ㈱ 429．3 1555

表19　新生児体重（2）　経産

年齢

平均体露

（グラム〉

標準偏差

グラム〉

例数

一24 3073
495．0 10

25－29 3136
426．6

279

30－34 3121
427．2 651

35－39 3169
457．5 245

雄
3228

562．4 42

全体 3137
439．9 王227

56


